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世界の医療用医薬品市場世界の医療用医薬品市場(2004(2004年）年）
1.概況：製薬産業
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57兆円

出所: IMS World Review  [Global pharma audited sales] (110円/US$で換算)

医薬品市場推移（医薬品市場推移（1986=1001986=100））
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・FDA広告規制緩和（DTC)

・FDA改革法
　（審査期間短縮）

・FDAユーザーフィー法成立

・メディケイド
ドラッグ リベート実施

老人医療費定率負担

老人薬剤別途負担
国家が肩代わり

・健保本人2割負担、
　薬剤別途負担
・消費税引き上げ

GCP法制化新薬価算定方式（R幅方式）
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前臨床試験

臨床試験

創薬研究

2～3年 3～5年

5～10年

申請
承認

臨床試験前臨床試験
リード
化合物
最適化

リード
化合物
発見

薬物標的
の同定

化合物の数

5～10化合物

12,000

1化合物

12,000

5,000～

12,000化合物

多額の投資と長い期間（9～17年）が必要
上市確率は極めて低い(1/12,000）

新薬の研究開発の流れ新薬の研究開発の流れ
1.概況：製薬産業
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世界大手製薬企業売上ランキング世界大手製薬企業売上ランキング

Ranking 1995 Ranking 2002 Ranking 2004 
US$ Million US$ Million US$ Millio

1 Glaxo Wellcome 9,989 1 Pfizer 29,468 1 Pfizer 50,698
2 Hoechst Marion Roussel 7,544 2 GlaxoSmithkline 27,881 2 GlaxoSmithkline 32,796
3 Merck&Co 7,376 3 Merck&Co 19,971 3 Sanofi-Aventis 27,464
4 Bristol-Myers Squibb 6,625 4 Johnson & Johnson 18,549 4 Johnson & Johnson 24,680
5 American Home 6,400 5 AstraZeneca 18,119 5 Merck&Co 23,916
6 Johnson & Johnson 6,102 6 Novartis 16,598 6 Novartis 22,823
7 Pfizer 5,998 7 Aventis 14,295 7 AstraZeneca 21,647
8 Roche 5,603 8 Bristol-Myers Squib 14,245 8 Roche 17,734
9 Smithkline Beecham 5,360 9 Roche 12,502 9 Bristol-Myers Squibb 15,596

10 Ciba-Geigy 5,225 10 Pharmacia Corp 12,155 10 Wyeth 14,244
11 Wyeth 11,699

Rhone-Poulenc 12 Abbott 11,605
Sandoｚ 13 Eli Lilly 9,932

Astra 14 Schering Plough 9,189
Zeneca 15 Takeda 6,959 15 Takeda 8,812

16 Sanofi-Synthelab 6,094
17 Amgen 5,765
18 Borhringer Ingel 5,579

19 Takeda 3,249 19 Bayer 5,549

IMS World Review

1.概況：製薬産業
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経営哲学経営哲学
1.概況：武田薬品工業

「経営の基本精神」「経営の基本精神」

タケダイズム：タケダイズム：

「「誠実誠実＝＝公正・正直・不屈公正・正直・不屈＝な＝な

企業活動によって企業活動によって““くすりづくりくすりづくり””のの

王道を歩み王道を歩み社会に貢献すること社会に貢献すること」」

経営理念：経営理念：

『『優れた医薬品の創出を通じて人々優れた医薬品の創出を通じて人々

の健康と医療の未来に貢献するの健康と医療の未来に貢献する』』

経済性、社会性社会性両面で
の企業価値向上

ＣＳＲ活動の推進ＣＳＲ活動の推進
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事業構造改革

1. 事業の高付加価値化

2. 経営資源の重点的配分（医薬外事業の
自立）

3. 人員の適正化

→そのために、人事・組織をはじめとする仕
組み・制度改革と意識改革が必要

国内市場中心の多角化→研究開発型国際的製薬企業国内市場中心の多角化→研究開発型国際的製薬企業

1.概況：武田薬品工業
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主要経営指標主要経営指標（連結）（連結）推移推移
1.概況：武田薬品工業
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主要経営指標主要経営指標（連結）（連結）推移推移22
1.概況：武田薬品工業
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国際戦略製品国際戦略製品
1.概況：武田薬品工業

Candesartan (Blopress) 1527億円
Angiotensin Ⅱ receptor antagonist 高血圧治療薬

Pioglitazone (Actos) 1932億円
Insulin resistance-improving drug 糖尿病治療薬

Leuprorelin (Lupron) 1781億円
LH-RH antagonist 前立腺がん、子宮内膜症治療薬

Lansoprazole (Prevacid) 3735億円
Proton Pump Inhibitor 消化性潰瘍治療薬

2005 Ramelteon (ROZEREM)
MT1/MT2receptor agonist 不眠症治療薬

注）数字は2004年全世界売上高

Innovation
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生産生産・・販売販売拠点拠点

●

●
●

ＴＰＮＡ

武田アイルランド

●

ＴＡＰﾌｧｰﾏｼｭｰﾃｨｶﾙ

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ

● 十三（大阪）
光（山口）

●

武田アイルランド製薬 ●

●台湾武田

ボイエ武田
●

タイ武田

●

インドネシア
武田

●

天津武田
●

●

英国武田

● ●
●
●

ラボラトワール
武田

武田イタリア

武田ファルマ

武田ファルマ・オーストリア

武田ファルマ・スイス

2.ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経営の現状

日本の販売拠点は省略

黒字は、生産、販売両機能を保有
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グローバル売上高推移グローバル売上高推移

自社医療用医薬品売上高（持分法適用会社含む）

2.ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経営の現状

海外売上高比率
67％
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武田アメリカホールディングス

Takeda America Holdings, Inc

TSD社
Takeda San Diego, Inc

TPNA社
Takeda Pharmaceuticals 

North America, Inc

TAP社
TAP Pharmaceutical 

Product, Inc

Takeda Global Research & 
Development Center, Inc

Takeda Research 
Investment, Inc

米国における事業展開米国における事業展開

１００％出資
50％出資100％出資

初の米国自社研究拠点
癌・糖尿病領域など

初の米国自社研究拠点
癌・糖尿病領域など 糖尿病薬

不眠症治療薬など

糖尿病薬
不眠症治療薬など

米アボット社との合弁
抗潰瘍、抗がん剤など

米アボット社との合弁
抗潰瘍、抗がん剤など

米国および欧州の
開発活動を統括

米国および欧州の
開発活動を統括

2.ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経営の現状
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ﾀｹﾀﾞの特徴ﾀｹﾀﾞの特徴

① ＭＰＤＲＡＰ体制

② ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな研究開発体制

③ ﾏﾙﾁＩＮＤｴﾝｼﾞﾝﾓﾃﾞﾙ

3.ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出の取り組み
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MMarketingarketing

PProductionroduction

DDevelopmentevelopmentRResearchesearch

AAlliancelliance

PPatentatent

①①MPDRAPMPDRAP体制体制

ＭＰＤＲＡＰ関係各部門に横串を通すことで、化合物の研究開
発について、迅速かつ的確な意思決定を可能にする仕組み

3.ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出への取り組み
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①ＭＰＤＲＡＰ①ＭＰＤＲＡＰ体制体制

ＭＰＤＲＡＰ領域Ⅰ：生活習慣病領域

ＭＰＤＲＡＰ領域Ⅱ：癌・泌尿器疾患領域

ＭＰＤＲＡＰ領域Ⅲ：中枢神経疾患領域（骨・関節疾患含
む）

ＭＰＤＲＡＰ領域Ⅳ：消化器疾患ＬＣＭ領域

3.ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出への取り組み
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②ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな②ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな研究研究・・開発開発体制体制

●

●●

●

武田グローバル研究開発センター

武田サンディエゴ

武田欧州研究開発センター

●

ＴＡＰファーマシューティカ
ル・プロダクツ

●つくば
大阪

●

3.ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出への取り組み
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③ﾏﾙﾁ③ﾏﾙﾁIND IND ｴﾝｼﾞﾝﾓﾃﾞﾙｴﾝｼﾞﾝﾓﾃﾞﾙ

創薬１研

創薬２研

創薬３研

基盤技術型ﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰINDｴﾝｼﾞﾝ （TSD、旧Syrrx）

開
拓
研
究
所

（
創
薬
研
究
所
）

医
薬
開
発
本
部

製
薬
本
部

候補化合物ﾋｯﾄ･ﾘｰﾄﾞ創薬ﾀｰｹﾞｯﾄ 申請

化合物の流れ 支援・協力の流れ

創薬ﾀｰｹﾞｯﾄ型ﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰINDｴﾝｼﾞﾝ

国内

海外
基盤技術型ﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰINDｴﾝｼﾞﾝ

開発化合物INDｴﾝｼﾞﾝ

探
索
研
究
セ
ン
タ
ー

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

3.ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出への取り組み
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武田サンディエゴ（旧Ｓｙｒｒｘ）武田サンディエゴ（旧Ｓｙｒｒｘ）

基盤技術基盤技術
高速ﾀﾝﾊﾟｸ結晶化およびX線結晶構造解析技術

IND IND エンジンエンジン
基盤技術の強みを活かした IND 化合物創出

買 収 ：2005年2月買収

意 義 ：武田として初めての海外研究拠点

設 立 ： 1999年
所 在 ： San Diego（米国、California）
重点領域： 代謝性疾患（糖尿病 他）および癌

従業員数： 92名うち75名が研究者（PhD: 38名）

3.ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出への取り組み
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾊﾞﾘｭｰ・ﾁｪｰﾝ

Alliance

Patent

Research Development Production Marketing

武田
サンディ

エゴ

筑波

武田
グローバ
ルＲ＆Ｄ
センター

武田
欧州Ｒ＆Ｄ
センター

日本開発
センター

光工場

大阪
（十三） 大阪工場

（十三）

武田アイ
ルランド

武田アイ
ルランド

製薬

国内
営業本部

ＴＰＮＡ

ＴＡＰ

欧州
販社 ｱｼﾞｱ

販社

3.ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出への取り組み

優れた医薬品
の創出・普及
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次期中期計画における主な課題次期中期計画における主な課題

◇◇ 持続的に市場の伸びを上回る成長を実現するための持続的に市場の伸びを上回る成長を実現するための

「パイプラインの強化」（「パイプラインの強化」（==ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出、導入）ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出、導入）

◇◇ グローバルな事業運営体制の実現グローバルな事業運営体制の実現

◇◇ グローバルな事業運営を担うグローバルな事業運営を担う

「人材の獲得及び育成」「人材の獲得及び育成」

◇◇ ““タケダイズムタケダイズム””の浸透との浸透とCSRCSR経営の推進経営の推進

～日本発の～日本発の「世界的製薬企業」「世界的製薬企業」への挑戦～への挑戦～

4.今後の取り組み
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